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新春号

新
年
の
ご
挨
拶

事
務
長
　
麻
生
　
辰
成

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
政
治
・
経
済
は
、

混
迷
と
無
気
力
の
度
を
深
め
、
政
策

論
争
を
忘
れ
た
政
治
家
の
首
取
り
合

戦
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
の
加
虐
趣
味
、

場
当
た
り
外
交
、
若
年
世
代
と
女
性

の
機
会
拡
大
に
対
す
る
無
関
心
や
単

身
者
の
不
安
な
ど
そ
の
兆
候
は
数
多

く
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
未
知
の

人
口
成
熟
化
社
会
が
着
々
と
進
ん
で

お
り
ま
す
。
安
芸
高
田
市
に
お
き
ま

し
て
も
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と

な
る
『
超
高
齢
社
会
』
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
、
国
は
今
後
、

よ
り
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
医
療
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
医
療

の
連
携
体
制
に
重
点
を
置
い
た
医
療

計
画
を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

広
島
県
に
お
い
て
は
、
生
活
習
慣

病
を
、
健
診
に
よ
り
早
期
発
見
・
早

期
治
療
す
る
こ
と
と
、
病
院
機
能
の

役
割
分
担
か
ら
、
救
急
医
療
・
災
害

医
療
・
へ
き
地
医
療
・
周
産
期
医

療
・
小
児
医
療
の
５
事
業
に
重
点
的

に
取
り
組
み
、
安
心
・
安
全
の
医
療

提
供
体
制
を
図
り
な
が
ら
医
療
保
険

制
度
の
確
保
を
推
進
し
て
い
く
と
い

う
２
つ
の
基
本
計
画
を
打
ち
出
し
て

お
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
広
島
県
と
地
域
医
療
推

進
機
構
（
仮
称
）
が
連
携
し
て
、
医

師
確
保
や
人
材
育
成
、
医
師
の
配
置

調
整
な
ど
を
総
合
的
か
つ
機
能
的
に

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
県
北
に
お
い
て
も
、
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
不
足
が

地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
不

安
を
与
え
る
こ
と
等
、
地
域
格
差
に

よ
る
中
山
間
地
域
医
療
の
崩
壊
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
喫
緊
に
解
決
す
べ

き
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
新
た
な
取
り
組
み
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
環
境
下
で
当
院
は
、

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
指
定
を
受

け
、
無
医
地
区
診
療
所
（
川
根
診
療

所
）
に
週
３
回
医
師
と
看
護
師
の
派

遣
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
病
院
の

付
属
診
療
所
は
、
休
日
夜
間
救
急
診

療
所
と
し
て
安
芸
高
田
市
医
師
会
の

御
協
力
の
下
、
３
６
５
日
24
時
間
の

救
急
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
中
山
間
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
「
へ
き
地
医
療
拠
点
病

院
」
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
参
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
施
設
内
検
診
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
よ
り
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
等
の
生
活
機
能
評
価

を
行
い
、
豊
か
に
健
康
で
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
質
が
高

く
効
率
的
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保

を
目
指
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

医
療
の
機
能
分
化
や
活
性
化
を
図

り
、
患
者
様
本
位
の
医
療
提
供
を
推

進
し
、
基
幹
病
院
の
役
割
を
担
っ
て

参
り
ま
す
。

　

今
は
政
策
の
下
で
、
医
療
費
抑
制

策
が
本
格
的
に
展
開
し
て
お
り
、
今

後
さ
ら
な
る
医
療
費
の
抑
制
が
進
む

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
地
域
医
療

の
崩
壊
、
医
療
体
制
の
不
安
定
化

等
、
医
療
環
境
の
厳
し
さ
は
増
し
て

い
ま
す
が
、
い
か
に
し
て
よ
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
か
が
、

私
達
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
患
者
様
が
望
む
医
療
を
推

進
し
、「
患
者
様
が
必
要
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
職
員
と
と
も
に

果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
め
で
た
さ
も
中
位
な
り

お
ら
が
春
」
と
一
茶
も
詠
っ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
年
が
改
ま
り
正
月
を

迎
え
ま
す
と
、
誰
も
が
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
、
新
年
を
迎
え
年
去
り
年

来
る
感
慨
に
と
ら
わ
れ
、
新
た
な
決

意
が
漲
っ
て
参
り
ま
す
。
本
年
が
良

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

平成23年1月17日　病院からの景色
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冬
場
は
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行

し
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
カ
キ
の
よ
う

な
二
枚
貝
に
含
ま
れ
て
お
り
、
感

染
経
路
の
例
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス

を
蓄
積
し
た
二
枚
貝
を
不
十
分
な

加
熱
で
食
べ
る
こ
と
や
、
ウ
イ
ル

ス
を
大
量
に
含
ん
だ
感
染
者
の
お

う
吐
物
や
便
か
ら
感
染
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
少
量
の

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
た
だ
け
で
も

感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

感
染
す
る
と
激
し
い
下
痢
、
お
う

吐
や
腹
痛
を
起
こ
し
ま
す
。
抵
抗

力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
は
重

症
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
吐

い
た
も
の
が
喉
に
つ
ま
っ
て
死
亡

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
お
さ
ま
っ
た
後
も
、
便

か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
排
出
は
約
１
週

間
続
き
ま
す
。

（
栄
養
科　

難
波　

麻
希
）

①
基
本
は
手
洗
い

　

石
け
ん
で
30
秒
以
上
き
ち
ん

と
手
を
洗
い
、
き
れ
い
に
洗
っ

た
手
へ
の
再
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、

一
緒
に
水
道
の
蛇
口
も
洗
い
ま

し
ょ
う
。

③
洗
浄
・
消
毒

　

貝
類
を
扱
っ
た
包
丁
や
ま
な

板
を
、
そ
の
ま
ま
別
の
食
材
に

用
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
調
理

器
具
を
衛
生
的
に
保
つ
こ
と
も

大
切
で
す
。
汚
染
さ
れ
た
可
能

性
の
あ
る
も
の
は
、
し
っ
か
り
洗
浄
し
た
後
に
塩

素
系
の
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

②
十
分
な
加
熱
調
理

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
85
℃
で
１
分
以
上

の
加
熱
で
感
染
性
が
な
く
な
り
ま
す
。

調
理
の
際
は
、
加
熱
ム
ラ
の
な
い
よ
う

中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

予防するには？

ノロウイルスの感染サイクル

人の腸管で
増殖

ばらまかれた
ウイルスが口
の 中 に 入 る

手洗い不十分
おむつの不衛生処理
おう吐物の飛散

二枚貝など、
汚染した食品

生で食べる

人の腸管で
増殖

感染症 食中毒

吐き気
おう吐

下痢・腹痛
発熱

環境に排出

感染 感染

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
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発
足
10
年
目
を
迎
え
る
「
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院　

院
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
現
在
40
名
の
登
録
を
い
た
だ
き
、

病
棟
や
老
健
で
の
シ
ー
ツ
交
換
、
お
し
ぼ
り
た
た
み
な
ど

の
作
業
に
加
え
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
、
ま
た
ミ
シ

ン
を
持
参
し
て
の
リ
ネ
ン
の
繕
い
物
を
し
て
く
だ
さ
る
な

ど
、
個
人
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
活
動
も
あ
わ
せ
て
、
善

意
の
ご
提
供
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
か
ら
は

外
来
患
者
さ
ま
の
搬
送
介
助
の
支
援
も
始
ま
り
、
活
動
の

枠
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

活
動
参
加
へ
の
動
機
は
、
地
域
へ
の
恩
返
し
・
感
謝
・

社
会
貢
献
な
ど
と
様
々
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
体
調
の

気
に
な
る
年
齢
に
あ
り
な
が
ら
、
貴
重
な
時
間
を
ご
提

供
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
無
償
の
奉
仕
活
動
」
と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
が
、
近
年
で
は
そ
の
定
義
に
検
討
が
加
え
ら

れ
、
先
駆
性
、
補
完
性
、
自
己
実
現
性
と
い
う
新
た
な
概

念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
働
き
を
理
解
し
、
地
域

社
会
と
病
院
と
の
橋
渡
し
的
役
割
と
、
そ
の
活
動
を
通
し

て
奉
仕
す
る
こ
と
の
喜
び
、
ま
た
自
ら
が
持
つ
力
の
再
認

識
、
さ
ら
に
は
自
己
実
現
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
、
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
活
動
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
年
間
４

回
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
12
月
の
研
修
会

は
、
例
年
人
気
の
高
い
「
正
月
花
の
創
作
」
を
行
い
ま
し

た
。
日
頃
の
慌
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
つ
か
の
間
の
穏

や
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
作
品

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
感
性
に
あ
ふ
れ
、
同
じ
材
料
で
あ

り
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
と
や
か
に
、
し
な
や
か
に
、
周
り
を
思
い
や
る
和
の

こ
こ
ろ
を
大
切
に
、
新
年
も
惜
し
み
な
い
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室　

下
田　

妙
子
）

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

　
　
　

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

去
る
11
月
17
日
、「
護
身
術
」
を

テ
ー
マ
に
医
療
安
全
管
理
委
員
会
全

体
研
修
会
を
開
催
し
、
県
警
察
本
部

や
安
芸
高
田
警
察
署
か
ら
警
察
官
の

方
々
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

女
性
警
察
官
の
方
が
、
不
審
者
に

手
を
つ
か
ま
れ
た
り
抱
き
つ
か
れ
た

場
合
等
の
対
処
方
法
を
、
さ
す
が
さ

ら
り
と
し
た
身
の
こ
な
し
で
実
演
さ

れ
ま
し
た
。
職
員
は
続
け
て
お
互
い

に
練
習
し
合
い
ま
し
た
。

　

夜
道
を
歩
く
機
会
も
あ
り
ま
す
の

で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
栄
養
科　

白
川　

紗
月
）

医
療
安
全
全
体
研
修
会

　

護

身

術



診　療　科 月 火 水 木 金

内

科

１ 診 黒 川 純 一 上 田 茂 之 上 田 茂 之 福 原 和 秀 黒 川 純 一

２ 診 高 場 敦 久 鼻 岡 新 治 川 本 雅 英 高 場 敦 久 川 本 雅 英

３ 診 橋 本 和 憲 古 林 隆 行 鼻 岡 新 治 橋 本 和 憲

４ 診 広 大 医 師 福 原 和 秀 宮 田 康 史 宮 田 康 史 広 大 医 師

新 患 外 来 宮 田 康 史 橋 本 和 憲 高 場 敦 久 川 本 雅 英 鼻 岡 新 治

エ コ ー 鼻 岡 新 治 高 場 敦 久 古 林・ 福 原 橋 本 和 憲 宮 田 康 史

胃 内 視 鏡
川 本 雅 英 川 本 雅 英 橋 本 和 憲 鼻 岡 新 治 高 場 敦 久

福 原 和 秀 宮 田 康 史 濱 田 雅 典 古 林 隆 行 古 林・ 福 原

※水曜日のエコーは第1・2：福原 ＊ 第3・4・5：古林

外

科

１ 診 住 元 一 夫 繁 田 直 史 児 玉 真 也 丹 治 英 裕 住 元 一 夫

２ 診 丹 治 英 裕 児 玉 真 也 満 田　 裕 繁 田 直 史 繁 田 直 史

３ 診 満 田　 裕 藤 國 宣 明 向 井 正 一 朗 満 田　 裕 児 玉 真 也

４ 診 藤 國 宣 明 向 井 正 一 朗

肛 門 外 来 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也

乳 腺 外 来 丹 治 英 裕 児 玉 真 也 満 田　 裕 繁 田 直 史 繁 田 直 史

慢性腎臓病外来 丹 治 英 裕 丹 治 英 裕

外脳
　神
科経

１ 診 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文

脳神経内科 第2・第4月曜日：伊藤　聖　※変更になる場合があるため確認をお願いします。

眼
科

１ 診 調 枝 寛 治 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

※午前中のみ受付　（月・水・金）10：30まで

整
形
外
科

１ 診 竹 本 正 瑞 定 地 茂 雄 竹 本 正 瑞 杉 田 直 樹 竹 本 正 瑞

２ 診 定 地 茂 雄 杉 田 直 樹 杉 田 直 樹 本 山　　 満 定 地 茂 雄

３ 診 山 本 り さ こ 本 山　　 満 本 山・ 山 本 山 本 り さ こ

婦
人
科

１ 診 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久

午 後 一 般 外 来

※午後外来受付（水曜日のみ）14:00～15:30まで

泌
尿
器
科

１ 診 田 中　 学 田 中　 学 田 中　 学 田 中　 学 田 中　 学

午 後 一 般 外 来

※午後外来受付（金曜日のみ）14:00～15:30まで

神精
経　
科神

１ 診 萬谷昭夫（初診・再診） 萬谷昭夫（再診） 萬谷昭夫（初診・再診） 樽本尚文（初診・再診） 樽本尚文（初診・再診）

２ 診 樽本尚文（再診） 冨田洋平（初診・再診） 増田慶一（再診） 増田慶一（再診） 冨田洋平（再診）

※再診の方は予約をお取りください。

皮
膚
科

１ 診 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳

午 後 一 般 外 来 手 術 一 般 外 来 一 般 外 来 手 術

※午後外来受付（月・水・木）14:00～15:30まで

麻
酔
科

ペインクリニック 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹

術 前 診 察 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹

小
児
科

午 前 外 来 受 付 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師

午 後 外 来
慢性疾患外来
（14：00～）

乳 児 健 診
（14：00～15：00） 慢性疾患外来

（14：00～）
慢性疾患外来
（14：00～）

予 防 接 種
（ＢＣＧ以外）
（14：00～）ＢＣＧ・予防接種

（15：00～）

※急患の場合は相談に応じますので電話連絡をお願いします。

耳
鼻
咽
喉
科

１ 診 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄

２ 診 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

午 後 再診予約外来
（１診のみ） 検 査・ 手 術 一般外来（１診のみ） 再診予約外来

（１診のみ） 手 術

※午前外来受付　（金曜日）11：00まで　※午後外来受付　（水曜日のみ）14：00～15：30まで

受付時間 月曜～金曜 8:30～ 11:30
2011 年１月１日現在吉田総合病院　診療案内

当
院
の
基
本
方
針

当
院
の
基
本
理
念

①
や
さ
し
い
心
で
安
全
・
良
質 

　

な
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ 

　

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

②
医
療
を
受
け
る
人
び
と
の

　

人
格
、
権
利
を
尊
重
し
、
全

　

て
の
人
に
貢
献
し
ま
す
。

③
生
涯
学
習
の
精
神
を
保
ち
、

　

知
識
と
技
術
の
習
得
に
努

　

め
る
と
と
も
に
、
医
療
の
質

　

向
上
に
尽
く
し
ま
す
。　

④
努
力
と
協
調
で
健
全
経
営

　

に
努
め
、
明
る
い
職
場
を
つ

　

く
り
ま
す
。

⑤
病
院
の
公
共
性
を
重
ん
じ
、

　

事
業
を
通
じ
て
地
域
に
尽

　

く
す
と
と
も
に
、
法
規
範
を

　

遵
守
し
ま
す
。

①
私
た
ち
は
何
人
に
も
平
等

　

に
医
療
を
提
供
し
ま
す
。 

②
私
た
ち
は
地
域
の
基
幹
病

　

院
と
し
て
、
最
良
の
医
療
を

　

提
供
し
ま
す
。 

③
私
た
ち
は
納
得
と
同
意
の

　

も
と
に
信
頼
さ
れ
る
医
療

　

を
提
供
し
ま
す
。

＊印は午後外来診察あり。

JA吉田総合病院　青空（4）2011年１月


